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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第89期

第３四半期連結
累計期間

第89期
第３四半期連結
会計期間

第88期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
１月１日
至平成20年
12月31日

売上高（千円） 9,894,2743,469,73719,624,572

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△26,711 67,038 597,648

四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）（千円） △25,955 65,899 449,200

純資産額（千円） － 16,455,29016,768,101

総資産額（千円） － 20,825,67621,449,536

１株当たり純資産額（円） － 644.09 656.20

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（円）
△1.02 2.58 17.58

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 79.01 78.17

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
3,118,388 － 3,214,406

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,566,295 － △2,944,191

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
 116,167 － 491,437

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 4,380,9272,718,545

従業員数（人） － 310 302

（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。　
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 310 (36)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（嘱託、契約社員を含む。）は、当第３四半期連結会計期間の

　　　　平均人員を（　）外数で記載しております。

　

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 285 (36)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（嘱託、契約社員を含む。）は、当第３四半期会計期間の平均

　　　　人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

事業の種類別セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額(千円)

ヨウ素及び天然ガス事業 1,935,492

金属化合物事業 810,826

その他事業 15,400

合計 2,761,719

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 受注状況

　当社グループは、製品の性質上需要予測による見込生産方式をとり、受注生産は行っておりません。

(3) 販売実績

事業の種類別セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額(千円)

ヨウ素及び天然ガス事業 2,405,361

金属化合物事業 1,037,043

その他事業 27,332

合計 3,469,737

　（注）１．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額(千円) 割合(％)

日東電工㈱ 524,486 15.1

三菱商事㈱ 441,005 12.7

ソニー㈱ 357,594 10.3

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

(1)業績の概況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界経済の不均衡是正を目指すなかで、米国経常赤字を

背景としたドル相場安による円高を受けて、企業業績の圧迫懸念が急速に広がっている状況にありました。

　

　このような状況におきまして、当社グループの業績内容は、第１四半期を底として第２四半期以降回復したものの、

円高等の影響を受けて、当第３四半期連結累計期間の売上高は、98億9千4百万円となり、このうち第３四半期（７～

９月）の売上高は34億6千9百万円と前四半期比8％の減少となりました。

　本業の利益を示す営業利益は、4億7千万円となり、このうち第３四半期（７～９月）は2億4千4百万円となりまし

た。　

　また、経常損益や四半期純損益は、千葉工場の減価償却を進めて、第３四半期（７～９月）の経常利益は

6千7百万円、四半期純利益は6千5百万円となり、当第３四半期連結累計期間の経常損失は2千6百万円、四半期純損失

は2千5百万円となりました。　

　

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

 [ヨウ素及び天然ガス事業]

　主力のヨウ素は、第１四半期（１～３月）における需要急減があったものの、４月以降、第２四半期（４～６月）で

は既存のヨウ素製品の堅調が続くなかで、ヨウ素化合物需要が急速に回復いたしました。しかし、第３四半期（７～

９月）では定修期間であることに加え、円高等の影響を受け、第３四半期（７～９月）の売上高は

24億5百万円（前四半期比17％減）となり、１～９月累計の売上高は77億2千7百万円となりました。

　営業利益は、第３四半期（７～９月）3億7千万円（前四半期比26％減）となり、１～９月累計では、

11億5千5百万円となりました。

　

　[金属化合物事業]

　第１四半期（１～３月）は、昨秋からの需要急減及び低価により大きく業績を落としておりましたが、第２四半期

（４～６月）では在庫調整が一服し、販売の回復がありました。

　第３四半期（７～９月）でも売上高は10億3千7百万円（前四半期比26％増）、１～９月累計では、20億7千6百万円

となりました。

　営業損益は、第１四半期（１～３月）では金属相場下落に伴うたな卸資産の評価損失を2億円程度計上した影響で

営業損失2億6千5百万円となりました。第２四半期（４～６月）では赤字幅が縮小し、営業損失1千4百万円となり、第

３四半期（７～９月）では営業利益3千1百万円と営業黒字化いたしましたものの、前半の落ち込みを吸収するには

至らず、１～９月累計では営業損失2億4千7百万円となりました。

　

　[その他事業]

　その他事業は、第１四半期からの電子関連部材向け化合物等の出荷急減により、第３四半期（７～９月）の売上高

は2千7百万円、営業利益は1千万円となり、１～９月累計の売上高は9千万円、営業利益は2千9百万円となりました。

 

　所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　[日本]

　日本では、売上高が31億3千9百万円、営業利益が2億2百万円となりました。

　[北アメリカ]

　北アメリカでは、売上高が3億3千万円、営業利益が4千2百万円となりました。 　　 

　

EDINET提出書類

伊勢化学工業株式会社(E01028)

四半期報告書

 6/26



(2)キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前四半期連結会計期間末に

比べ4億8千1百万円減少し、43億8千万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金の減少は、3千1百万円となりました。

　その主な要因は、減価償却費6億2千8百万円の計上等により増加した一方、売上債権の5億9千2百万円の増加等によ

り減少したものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は、2億8千9百万円となりました。

　その主な要因は、ヨウ素関連の設備投資等に伴う有形固定資産の取得による支出2億9千5百万円によるものであ

ります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は、1億2千8百万円となりました。

　その主な要因は、配当金の支払1億2千7百万円によるものであります。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4)研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間における研究開発費は、1千6百万円であります。

　なお、当社グループでの研究開発活動は事業全般にわたり行っているため、研究開発費の金額についての事業の種

類別セグメントごとの記載はしておりません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

　普通株式 70,000,000

計 70,000,000

②【発行済株式】

種類

第３四半期会計期
間末現在発行数

(株)
(平成21年9月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

　普通株式 25,675,67525,675,675
株式会社東京証券取引所

市場第二部

完全議決権株式であり、権利

内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式で、単

元株式数は1,000株でありま

す。

計 25,675,67525,675,675 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
─ 25,675,675 ─ 3,599,819 ─ 3,931,607

　

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】

 平成21年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

普通株式

126,000

―
権利内容に何ら限定のない提出会社

における標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,287,000
25,287 同上

単元未満株式（注）
普通株式

262,675
― 同上

発行済株式総数 25,675,675 ― ―

総株主の議決権 ― 25,287 ―

　（注）「単元未満株式」の株式数は、提出会社所有の自己株式489株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成21年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

伊勢化学工業株式会社

東京都中央区日本橋本町

三丁目7番2号
126,000 ― 126,000 0.49

計 ― 126,000 ― 126,000 0.49

　（注）当第３四半期会計期間において、単元未満株式の買取りにより自己株式が1,015株増加し、平成21年９月30日現在

の自己保有株式数は127,504株となっております。

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 400 355 374 409 514 660 601 764 733

最低(円) 355 283 299 350 395 550 489 541 587

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 882,200 1,018,848

受取手形及び売掛金 4,013,473 4,532,513

商品 20,458 105,147

製品 1,463,413 1,862,038

仕掛品 315,720 281,746

原材料及び貯蔵品 552,348 718,750

短期貸付金 3,498,726 1,699,697

その他 312,421 493,118

貸倒引当金 △1,542 △1,302

流動資産合計 11,057,219 10,710,559

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,369,861 2,217,788

機械装置及び運搬具（純額） 4,174,681 5,011,542

土地 1,261,610 1,261,628

建設仮勘定 834,558 1,008,788

その他（純額） 183,585 203,425

有形固定資産合計 ※
 8,824,296

※
 9,703,173

無形固定資産

その他 181,071 165,926

無形固定資産合計 181,071 165,926

投資その他の資産

繰延税金資産 630,315 724,838

その他 132,774 145,040

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 763,087 869,877

固定資産合計 9,768,456 10,738,977

資産合計 20,825,676 21,449,536
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 798,987 804,856

短期借入金 1,200,000 800,000

未払金 825,865 1,258,755

賞与引当金 180,000 113,000

役員賞与引当金 4,319 12,000

その他 216,986 531,636

流動負債合計 3,226,159 3,520,248

固定負債

退職給付引当金 990,479 1,014,063

役員退職慰労引当金 55,471 51,671

その他 98,275 95,452

固定負債合計 1,144,226 1,161,186

負債合計 4,370,385 4,681,435

純資産の部

株主資本

資本金 3,599,819 3,599,819

資本剰余金 3,931,607 3,931,607

利益剰余金 9,681,069 9,967,144

自己株式 △87,473 △85,145

株主資本合計 17,125,023 17,413,426

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,128 1,504

為替換算調整勘定 △667,604 △646,828

評価・換算差額等合計 △669,732 △645,324

純資産合計 16,455,290 16,768,101

負債純資産合計 20,825,676 21,449,536
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 9,894,274

売上原価 8,498,921

売上総利益 1,395,353

販売費及び一般管理費 ※
 925,119

営業利益 470,234

営業外収益

受取利息 4,625

受取配当金 545

受取技術料 18,750

法人税等還付加算金 11,317

その他 12,181

営業外収益合計 47,418

営業外費用

支払利息 6,949

為替差損 11,418

休止固定資産減価償却費 523,509

その他 2,488

営業外費用合計 544,364

経常損失（△） △26,711

特別利益

固定資産売却益 1,263

受取補償金 45,759

特別利益合計 47,022

特別損失

固定資産除却損 23,177

特別損失合計 23,177

税金等調整前四半期純損失（△） △2,867

法人税、住民税及び事業税 22,044

法人税等調整額 1,043

法人税等合計 23,087

四半期純損失（△） △25,955
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 3,469,737

売上原価 2,914,255

売上総利益 555,482

販売費及び一般管理費 ※
 310,835

営業利益 244,646

営業外収益

受取利息 1,780

受取配当金 5

受取技術料 6,250

その他 5,370

営業外収益合計 13,405

営業外費用

支払利息 2,193

為替差損 13,768

休止固定資産減価償却費 173,516

その他 1,534

営業外費用合計 191,013

経常利益 67,038

特別利益

固定資産売却益 1,133

受取補償金 45,759

特別利益合計 46,892

特別損失

固定資産除却損 1,871

特別損失合計 1,871

税金等調整前四半期純利益 112,060

法人税、住民税及び事業税 330

法人税等調整額 45,829

法人税等合計 46,160

四半期純利益 65,899
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △2,867

減価償却費 1,792,208

貸倒引当金の増減額（△は減少） 240

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,409

賞与引当金の増減額（△は減少） 67,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,680

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,799

受取利息及び受取配当金 △5,170

支払利息 6,949

売上債権の増減額（△は増加） 512,089

たな卸資産の増減額（△は増加） 614,929

仕入債務の増減額（△は減少） △54,427

その他 △148,738

小計 2,793,740

利息及び配当金の受取額 5,170

利息の支払額 △6,870

法人税等の支払額 △54,217

法人税等の還付額 380,565

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,118,388

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,561,963

無形固定資産の取得による支出 △13,923

その他 9,591

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,566,295

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 400,000

配当金の支払額 △281,065

その他 △2,766

財務活動によるキャッシュ・フロー 116,167

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,879

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,662,381

現金及び現金同等物の期首残高 2,718,545

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,380,927

EDINET提出書類

伊勢化学工業株式会社(E01028)

四半期報告書

16/26



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

  会計処理基準に関する事項

の変更

（1）棚卸資産の評価に関する会計基準の適

用

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準委員会　平成18年７月５日

　企業会計基準第９号）を第１四半期連結

会計期間から適用し、評価基準について

は、低価法から原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法）に変更しております。

　これに伴う損益に与える影響はありませ

ん。 

　

 （2）連結財務諸表作成における在外子会社

の会計処理に関する当面の取扱いの適用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財

務諸表作成における在外子会社の会計処

理に関する当面の取扱い」（実務対応報

告第18号　平成18年５月17日）を適用し、

連結決算上必要な修正を行っております。

　これにより、従来の方法によった場合に

比べて、利益剰余金が24,952千円増加しま

したが、当第３四半期連結累計期間の営業

利益、経常損失及び税金等調整前四半期純

損失への影響は軽微であります。

　

 （3）リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、従来、賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっておりましたが、

「リース取引に関する会計基準」（企業

会計基準第13号（平成５年６月17日（企

業会計審議会第一部会）、平成19年３月30

日改正））及び「リース取引に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第16号（平成６年１月18日（日本公

認会計士協会　会計制度委員会）、平成19

年３月30日改正））が平成20年４月１日

以後開始する連結会計年度に係る四半期

連結財務諸表から適用することができる

ことになったことに伴い、第１四半期連結

会計期間よりこれらの会計基準等を適用

し、通常の売買取引に係る会計処理によっ

ております。また、所有権移転外ファイナ

ンス・リース取引に係るリース資産の減

価償却の方法については、リース期間を耐

用年数とし、残存価額を零とする定額法を

採用しております。また、リース取引開始

日が会計基準適用初年度開始前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理を適用しております。

　これに伴う損益に与える影響はありませ

ん。 
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績

率等が前連結会計年度末に算定したものと

著しい変化がないと認められるため、前連

結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸

倒見積高を算定しております。

　

２．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連

結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。

　

３．経過勘定項目の算定方法 　一部の経過勘定項目の算定方法について、

合理的な算定方法による概算額で計上する

方法によっております。

　

４．法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の算

定方法

　法人税等の納付額の算定に関して、加味す

る加減算項目や税額控除項目を重要なもの

に限定しております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関し

て、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度決

算において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法により

算定しております。

　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

原価差異の繰延処理 　定期的な修繕が特定の四半期に行われる

ために発生する原価差異は、予定原価が年

間を基礎に設定されており、原価計算期間

末までに解消が見込まれるため、当該原価

差異を流動負債として繰り延べておりま

す。

　

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社の機械装置等の耐用年数については、第１四半期連結

会計期間より、法人税法の改正を契機として見直しを行い、

改正後の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。

　これにより当第３四半期連結累計期間における営業利益

は200,832千円減少し、経常損失及び税金等調整前四半期純

損失は、それぞれ313,686千円増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載し

ております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、20,291,479千円であ

ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、18,632,144千円であ

ります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は　次

のとおりであります。

　

販売手数料 112,718千円

運賃諸掛 69,617 

給料諸手当 256,405 

賞与引当金繰入額 40,512 

役員賞与引当金繰入額 4,319 

退職給付引当金繰入額 29,081 

役員退職慰労引当金繰入額 7,817 

旅費交通費・通信費 29,726 

租税公課 23,811 

減価償却費 25,458 

研究開発費 87,183 

その他 238,465 

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　
　
　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は　次

のとおりであります。

　

販売手数料 36,155千円

運賃諸掛 26,754 

給料諸手当 87,545 

賞与引当金繰入額 17,614 

役員賞与引当金繰入額 1,439 

退職給付引当金繰入額 13,533 

役員退職慰労引当金繰入額 2,100 

旅費交通費・通信費 11,867 

租税公課 6,443 

減価償却費 8,667 

研究開発費 16,641 

その他 82,071 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日）

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸　借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

（平成21年９月30日現在） 　

現金及び預金勘定 882,200千円

短期貸付金勘定 3,498,726〃

現金及び現金同等物 4,380,927〃

 

　

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　25,675千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　   127千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　  配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年３月25日

定時株主総会
普通株式 153,319 6.00 平成20年12月31日 平成21年３月26日利益剰余金

平成21年７月31日

取締役会
普通株式 127,745 5.00 平成21年６月30日 平成21年９月10日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
ヨウ素及び
天然ガス事業
(千円)

金属化合物
事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高       

(1) 外部顧客に

対する売上高
2,405,3611,037,04327,3323,469,737 ─ 3,469,737

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
─ ─ ─ ─ (─) ─

計 2,405,3611,037,04327,3323,469,737 (─) 3,469,737

営業利益 370,89931,472 10,352412,724(168,078) 244,646

　当第３四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年９月30日）

 
ヨウ素及び
天然ガス事業
(千円)

金属化合物
事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高       

(1) 外部顧客に

対する売上高
7,727,2072,076,89990,1669,894,274 ─ 9,894,274

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
─ ─ ─ ─ (─) ─

計 7,727,2072,076,89990,1669,894,274 (─) 9,894,274

営業利益又は

営業損失（△）
1,155,621△247,84429,438937,216(466,982) 470,234

　（注）１　事業区分は、売上集計区分によっておりますが、天然ガスは、ヨウ素の主原料である地下かん水採取に随伴して

生産されるため同一のセグメントとしております。

２　各事業の主要な製品

(1) ヨウ素及び天然ガス事業………ヨウ素、ヨウ素化合物並びに天然ガス

(2) 金属化合物事業…………………塩化ニッケル、四三酸化コバルト等

(3) その他事業………………………有機化合物等

３　追加情報

　（追加情報）に記載のとおり、第1四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契機として見直しを行い、改正

後の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。これにより、当第３四半期連結累計期間における営業利

益がセグメント別にヨウ素及び天然ガス事業156,642千円減少し、営業損失がセグメント別に金属化合物事業

44,081千円、消去又は全社109千円増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

北アメリカ　
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 3,139,235330,5023,469,737 ─ 3,469,737

(2）
セグメント間の内部売上高又は

振替高
─ ─ ─ (─) ─

 計 3,139,235330,5023,469,737 (─) 3,469,737

 営業利益 202,253 42,393 244,646 ─ 244,646

 

　当第３四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

北アメリカ　
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 8,701,9421,192,3329,894,274 ─ 9,894,274

(2）
セグメント間の内部売上高又は

振替高
─ ─ ─ (─) ─

 計 8,701,9421,192,3329,894,274 (─) 9,894,274

 営業利益 344,493125,740470,234 ─ 470,234

（注）１　国又は地域の区分の方法及び区分に属する主な国又は地域

(1) 国又は地域の区分の方法　

　地理的近接度によっております。

(2) 各区分に属する主な国又は地域

　北アメリカ…………米国

２　追加情報

　（追加情報）に記載のとおり、第1四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契機として見直しを行い、改正後の

法人税法に基づく耐用年数に変更しております。これにより、当第３四半期連結累計期間における営業利益が日本

で200,832千円減少しております。
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【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 北アメリカ ヨーロッパ その他の地域 計

①　海外売上高(千円) 330,590 514,688 417,632 1,262,911

②　連結売上高(千円)    3,469,737

③　連結売上高に占める

　　海外売上高の割合(％)
9.5 14.8 12.0 36.4

　当第３四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年９月30日）

 北アメリカ ヨーロッパ その他の地域 計

①　海外売上高(千円) 1,192,420 1,529,067 1,426,896 4,148,385

②　連結売上高(千円)    9,894,274

③　連結売上高に占める

　　海外売上高の割合(％)
12.1 15.5 14.4 41.9

　（注）１　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

(1) 国又は地域の区分の方法

地理的近接度によっております。

(2) 各区分に属する主な国又は地域

①北アメリカ…………米国

②ヨーロッパ…………イギリス、フランス、ドイツ等

③その他の地域………インド、中国等

２　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

（有価証券関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 644.09円 １株当たり純資産額 656.20円

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 1.02円 １株当たり四半期純利益金額 2.58円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額   

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △25,955 65,899

普通株主に帰属しない金額（千円） ─ ─

普通株式に係る四半期純利益

又は四半期純損失（△）（千円）
△25,955 65,899

期中平均株式数（千株） 25,550 25,548

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。

 

２【その他】

平成21年７月31日開催の取締役会において、第89期の中間配当を行うことを決議いたしました。  

　① 中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　   127百万円

　② １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5円00銭

　③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　 　　　　　　　　平成21年９月10日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月13日

伊勢化学工業株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 櫻　井　憲　二　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 平　野　　　巌　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 乗　松　敏　隆　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている伊勢化学工業株式会

社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成

21年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、伊勢化学工業株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

伊勢化学工業株式会社(E01028)

四半期報告書

26/26


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）ライツプランの内容
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	第３四半期連結会計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	追加情報
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

